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歳
入
決
算
額
は
、

億
２

４

４１

１
２
万
円
（
前
年
度
比
６
・
５
舒

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
が
前
年
度
比
１
億

１

０
０
０
万
円
増
額
に
な
っ
た

一
方
で
、
町
税
が
１

０
６
２
万

円
、
使
用
料
手
数
料
が

万
円
の

７０

減
と
な
る
な
ど
、
自
主
財
源
の
確

保
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
災
害
復
旧
事
業
債
や
臨

時
財
政
対
策
債
の
大
幅
増
に
よ
り

町
債
が
１
億
５

３
２
９
万
円
増

と
な
る
な
ど
、
国
や
県
の
支
出
金
、

町
債
へ
の
依
存
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。

町
税
等
の
自
主
財
源
比
率
は

・
３１

２
舒
で
、
前
年
比
１

・

４

の
減

ンポ
トイ

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
額
は
、

億
８

０

３９

５
８
万
円
（
前
年
度
比
９

・

２
舒

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
経
費
の
内
容
精
査
を
進
め
、

無
駄
な
経
費
の
削
減
に
努
め
る
一

方
で
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
引
き
上
げ
や
松
崎
小
学
校
・

勤
労
者
体
育
館
な
ど
老
朽
化
の
目

◎
歳
入
の
状
況

◎
歳
出
の
状
況

・公共施設整備基金積立金 ･････････････２億９，３００万円

・財政調整基金積立金････････････････････････９，２５７万円

・路線バス対策事業･･･････････････････････････２，１１６万円

・花いっぱい運動推進事業･･････････････････１，７００万円

・コミュニティ活動推進事業･･････････････････４１５万円

・まちづくり事業

（ピカ市・太鼓フェスティバル）･････････････２１０万円

・交通安全対策事業

（ガードパイプ設置工事他）･･････････････････１８４万円

総務費8億2,454万円
20.7％(前年対比 △218万円）

・障害者自立支援給付費 ････････････････１億２，３７６万円

・後期高齢者医療事業（繰出金他）････１億２，２０６万円

・介護保険事業（繰出金他）･･････････････１億１，９１７万円

・子ども手当 ････････････････････････････････････９，５９８万円

・国民健康保険事業（繰出金他）････････････５，５６３万円

・保育所実施委託事業････････････････････････５，５１６万円

・重度心身障害者医療費助成事業･････････２，１９１万円

・地域福祉推進事業（寿乗車券利用助成他）

･････････････････････････････････････９０８万円

民生費7億1,890万円
18.1％(前年対比 5,818万円増）

・じん芥処理事業（清掃点検業務委託他）
･････････････････････････････１億９，００５万円

・西豆衛生プラント組合負担金････････････７，８５３万円

・老人健康対策事業（検診、機能回復訓練他）
･････････････････････････････････１，３５６万円

・予防事業（新型インフルエンザ、

肺炎球菌ワクチン接種事業他）･･････････１，０３１万円

・こども医療費助成事業････････････････････････９３５万円

衛生費4億2,517万円
10.7％(前年対比 4,208万円増）

・団体営基盤整備事業（雲見地区）･････････７，４５０万円

・治山事業（雲見ワサビ沢治山工事）･･･････１，０６９万円

・農業振興事業（農業振興地域計画策定事業他）

････････････････････････････････････１，０３３万円

・林道整備事業（金堀沢森林作業道舗装工事他）

･･･････････････････････････････････････７４７万円

農林水産業費2億1,567万円
5.4％(前年対比 △8,426万円）

平成２２年度 一般会計

決決 算 報決 算 報 告告決決 算 報決 算 報 告告
総額３９億８,０５８万円
このように使いました。
総額３９億８,０５８万円
このように使いました。
依然として厳しい財政状況ですが、安心
安全なまちづくりを目指し、社会情勢の
変化に対応した予算執行に努めました。

歳 入
41億

2,412万円

町 税

18.6%

7億6,652万円

地方交付税

38.1%

15億7,314万円

地方譲与税 0.8%
利子割交付金 0.1%
配当割交付金 0.0%
株式等譲渡
所得割交付金 0.0%
地方消費税交付金 1.8%
自動車取得税交付金 0.3%
地方特例交付金 0.3%

町債
9.4%
3億8,659万円

交通安全対策特別交付金
0.0% 59万円

分担金及び負担金
0.4% 1,683万円

使用料及び手数料
1.8% 7,462万円

国庫支出金

13.1%

5億4,070万円

県支出金
4.9%
2億265万円

財産収入
0.2% 894万円

寄附金
0.3% 1,084万円

繰入金
2.2% 8,898万円

繰越金
5.5%
2億2,586万円

諸収入
2.2% 9,280万円

3,229万円
237万円
107万円

39万円
7,620万円
1,087万円
1,187万円

※

※
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テ
ム
（
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
を

整
備
す
る
な
ど
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
積
極
的
な
推
進
を
図
る
な
ど
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
費
助
成
や
商
業
緊
急

景
気
対
策
事
業
な
ど
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
即
応
し
た
施
策
を
実
施

し
ま
し
た
。

一
方
で
、
将
来
的
な
公
共
施
設

整
備
に
備
え
る
た
め
公
共
施
設
整

備
基
金
に
２
億
９

３
０
０
万
円

を
積
み
立
て
る
な
ど
、
計
画
的
な

財
政
運
営
に
留
意
し
た
予
算
執
行

を
行
い
ま
し
た
。

町
税
等
自
主
財
源
が
乏
し
く
厳

し
い
財
政
状
況
で
す
が
、人
件
費（
前

年
度
比
５
６
５
万
円
の
減
）
な
ど

経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
、
効
果

の
期
待
で
き
る
事
業
に
重
点
的
に

予
算
を
配
分
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

・元金･････････････････････････････････････････３億４，０４６万円

・利子･･････････････････････････････････････････････５，４１１万円

公債費 3億9,458万円
9.9％(前年対比 2,691万円増）

・松崎小学校大規模改修事業 ･････････････１億７２２万円

・松崎小学校太陽光発電設備設置事業･･･３，０３３万円

・勤労者体育館改修事業･････････････････････２，０１０万円

・生涯学習推進事業（図書館運営費他）･･････９７８万円

・遠距離児童生徒通学費補助金･･･････････････８８９万円

教育費4億1,233万円
10.3％(前年対比 △430万円）

・西伊豆広域消防組合負担金･･････････1億４，２００万円

・消防団運営事業 ･･････････････････････････････２，８４９万円

・消防施設整備事業（消防ポンプ車整備他）

･････････････････････････････････２，２１９万円

・災害対策事業（全国瞬時警報システム整備他）

･････････････････････････････････１，４９４万円

消防費2億1,342万円
5.4％(前年対比 △1,446万円）

・道路維持事業（町道安全対策工事他）･･･４，１２６万円

・橋梁維持事業（橋梁長寿命化事業他）･･･１，２４１万円

・河川維持事業（河川維持工事他）･･･････１，０６３万円

・急傾斜地崩壊対策事業負担金

（明伏・大沢・船田地区）･････････････････････９７０万円

・松崎地区浸水対策実施設計業務････････････８７２万円

土木費1億3,447万円
3.4％(前年対比 △6,240万円）

・漁港災害復旧事業（岩地・石部・雲見）

･････････････････････････････３億３，９７３万円

災害復旧費 3億3,973万円
8.5％(前年対比 3億2,981万円増）

議会費 5,093万円
1.3％(前年対比 34万円増）

・観光施設整備事業（雲見自然ふれあいパーク整備事業他）

･････････････････････････････････７，０１１万円

・観光振興事業（観光宣伝・棚田サミット他）･･･３，６８４万円

・商工振興事業（商業緊急景気対策事業他）･･･１，２２１万円

・ふれあい交流推進事業（グリーンツーリズム推進事業）

･････････････････････････････････････２６９万円

商工費 2億5,084万円
6.3％(前年対比 4,416万円増)

平成22年度一般会計決算性質別歳出内訳表

比 率決 算 額性 質 別

１７．０％６億７，６２３万円人 件 費

１５．５％６億１，６５９万円物 件 費

０．８％３，３１６万円維 持 補 修 費

８．６％３億４，４３１万円扶 助 費

１２．７％５億0，７８７万円補 助 費 等

９．９％３億９，４５７万円公 債 費

９．７％３億８，６２６万円積 立 金

０．０％１３６万円投資及び出資金貸付金

４．７％１億８，５６３万円繰 出 金

１２．４％４億９，４８７万円普 通 建 設 事 業 費

８．５％３億３，９７３万円災 害 復 旧 費

１００．０％３９億８，０５８万円合 計

・議員報酬、手当等

歳 出
39億

8,058万円
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特特特
別
会
計
決
算
の
概
要

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険

特特
別
会
計
決
算
の
概

特
別
会
計
決
算
の
概
要要

特
別
会
計
は
歳
入
総
額

億
２

１２

１
９
８
万
２

０
０
０
円
（
前
年

度
比

・
８
舒
、
１

４
７
１
万

９８

４

０
０
０
円
の
減
）、
歳
出
総
額

億
３

７
７
１
万
２

０
０
０

１１円
（
前
年
度
比

・
１
舒
、
９
９

９９

７
万
９

０
０
０
円
の
減
）
と
な

り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
８

４

２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
基
金
繰
入
金
や
繰
越

金
を
除
く
単
年
度
収
支
で
見
る
と
、

１

１
３
８
万
３

０
０
０
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税

が
基
準
総
所
得
金
額
（
注
１
）
の

減
少
、
被
保
険
者
数
の
減
少
等
に

よ
り
２
億
４

７
１
４
万
７

０

０
０
円
（
前
年
度
比

・
２
舒
、

９６

９
８
７
万
９

０
０
０
円
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
（
注

２
）
が
７
億
７

６
９
３
万
４

０
０
０
円
（
前
年
度
比

・
５
舒
、

９８

１

１
５
７
万
４

０
０
０
円
の

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
の
国
民
健
康
保
険

２２

へ
の
加
入
者
（
年
平
均
）
は
、

３

１
０
７
人
で
、
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は

・
８
舒
と
な
り
ま

３８

し
た
。
世
帯
数
で
見
ま
す
と
、
総

世
帯
数
の

・
７
舒
と
な
る
１

５３

６
９
４
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
費
等
支
払
準
備
基
金

の
状
況
は
、
８
４
４
万
８

０
０

０
円
を
取
り
崩
し
て
補
て
ん
し
た

結
果
、
残
高
は
５

０
１
３
万
７

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
国
民

健
康
保
険
税
は
７
７

８
２
７
円

で
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
（
１０

割
分
の
費
用
額
）
は
３
０
２

９

０
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
特
定
健
診
・
が
ん
検

診
な
ど
の
受
診
率
向
上
に
よ
り
、

病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
健
康
意
識
を
高
め

る
こ
と
は
、
医
療
費
の
削
減
に
も

な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
注
１
）
基
準
総
所
得
金
額
と
は
、

総
所
得
金
額
か
ら
必
要
経
費
（
給

与
所
得
控
除
や
公
的
年
金
等
控
除
）

を
差
し
引
い
た
も
の
で
す
。

（
注
２
）保
険
給
付
費
と
は
、
医
療

費
の
内
、
自
己
負
担
分
を
除
い
た

町
が
負
担
す
る
費
用

平
成

年
度
の
被
保
険
者
数

２２

（
年
平
均
）
は
、
１

６
６
０
人

で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

・
２０

７
舒
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
は
歳
入
総
額
１
億
３

９
７
万
５

０
０
０
円
（
前
年
度

比
１
０
２
・
７
舒
、
２
７
０
万
８

０
０
０
円
の
増
）
、
歳
出
総
額
１
億

１
６
６
万
円
（
前
年
度
比
１
０
１
・

２
舒
、
１
１
６
万
３

０
０
０
円

の
増
）
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は
２
３
１
万
５

０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
保
険
料
率
の
改
正

に
よ
り
後
期
高
齢
者
保
険
料
が
７

１
９
６
万
円
（
前
年
度
比
１
０
３
・

１
舒
、
２
１
８
万
７

０
０
０
円

の
増
）
と
な
り
、
被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
保
険
料
は
４
２

９
５

７
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
３
月
末
現
在
、

歳

２３

６５

以
上
の
被
保
険
者
数
は
、
２

９

１
８
人
、
そ
の
内
、
要
介
護
（
要

支
援
含
む
）
認
定
者
数
は
５
１
０

人
で

・
５
舒
と
な
り
ま
し
た
。

１７
特
別
会
計
は
歳
入
総
額
８
億
８

６
万
２

０
０
０
円
（
前
年
度
比

１
０
２
・
１
舒
、
１

６
２
８
万

７

０
０
０
円
の
増
）、
歳
出
総
額

７
億
８

９
８
６
万
７

０
０
０

円
（
前
年
度
比
１
０
１
・
３
舒
、

１

０
０
２
万
１

０
０
０
円
の

増
）
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
１

０
９
９
万
５

０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
内
、
保
険
給
付
費
は
、
７

億
６

０
０
５
万
４

０
０
０
円

で
、
１
人
当
た
り
の
給
付
費
は
１

４
９
０

３
０
２
円
と
な
り
ま
し

た
。今

後
も
給
付
費
は
、
増
加
す
る

見
込
み
で
す
が
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
介
護
予
防
事
業

や
健
康
に
関
す
る
啓
発
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
へ
の
防
止
、
遅
延
を
図

り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

差引額歳 出歳 入特別会計

８，４２７万円１１億３７７１万円１２億２，１９８万円国民健康保険

２３１万円１億１６６万円１億３９７万円後期高齢者医療

１，０９９万円７億８，９８７万円８億８６万円介護保険

特別会計決算の状況

国保歳入合計 12億2,198万円国保歳出合計 11億3,771万円

後期高齢者
支援金等
1億2,290万円
10.8％

介護納付金
6,267万円
5.5％

共同事業拠出金
1億3,436万円
11.8％

保健事業費
853万円0.8％

その他2,295万円 2.0％

総務費
937万円
0.8％

保険給付費
7億7,693万円
68.3％

県支出金
5,661万円
4.6％

共同事業交付金
1億5,506万円
12.7％

療養給付費等交付金
6,098万円 5.0％

繰越金
8.900万円
7.3％

その他
370万円
0.3％

国民健康
保険税

2億4,715万円
20.2％

国庫支出金
3億107万円
24.7％

前期高齢者
交付金

2億6,177万円
21.4％

繰入金
4,664万円
3.8％
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財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
？

財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
治

体
の
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
、
特

別
会
計
（
企
業
会
計
を
含
む
）
な

ど
自
治
体
の
財
政
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
毎
年
度
の
決
算
時

に
算
定
す
る
「
健
全
化
判
断
比
率
」

お
よ
び
「
資
金
不
足
比
率
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
は
？

次
の
４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

・
実
質
公
債
費
比
率

・
将
来
負
担
比
率

健
全
化
判
断
比
率
（
公
営
企
業

は
「
資
金
不
足
比
率
」）
で
は
、
財

政
の
危
険
信
号
を
示
す
『
早
期
健

全
化
基
準
』（
公
営
企
業
は
「
経
営

健
全
化
基
準
」
）
と
財
政
破
た
ん
状

態
（
会
社
で
い
う
「
倒
産
」）
を
示

す
『
財
政
再
生
基
準
』
が
あ
り
、

比
率
が
基
準
以
上
に
な
る
と
、
国

や
県
の
手
助
け
や
管
理
の
下
、
財

政
再
生
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

平
成

年
度
決
算
に
よ
る
算
定

２２

で
は
、
全
て
の
判
断
比
率
が
財
政

健
全
化
法
で
の
基
準
を
下
回
っ
て

お
り
、
平
成

年
度
決
算
に
引
き

２１

続
い
て
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
町
の
収
入
に
お
け
る

町
税
等
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合

は
、
３
割
台
で
県
内
で
も
最
低
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の

財
政
状
況
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
比
較
・
分
析
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
こ
の

法
律
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方
法
・

分
析
に
よ
り
、
健
全
財
政
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

高
齢
者
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

○
満

歳
以
上
の
方

６５

○
満

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方
で
、

６０

６４

心
臓
や
腎
臓
も
し
く
は
、
呼
吸

器
の
機
能
に
障
害
を
も
ち
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
を
有
す
る

方
【
助
成
金
額
】

１

０
０
０
円

※
各
医
療
機
関
で
、
接
種
料
金
か

ら
助
成
金
額
を
引
い
た
額
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

平
成

年
１
月

日
ま
で

２４

１０

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

今
年
度
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
る
重
症
化
や
集
団
生
活
で

の
ま
ん
延
防
止
を
図
る
た
め
、
中

学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
を
対

象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

中
学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も

【
助
成
金
額
】

１

０
０
０
円

※

歳
未
満
の
方
は
接
種
回
数
が

１３２
回
で
す
が
、
１
回
目
の
み
助

成
し
ま
す
。

【
助
成
方
法
】

松
崎
町
、
西
伊
豆
町
の
医
療
機

関
で
接
種
す
る
場
合
は
、
窓
口
で

接
種
料
金
か
ら
助
成
金
額
を
引
い

た
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

松
崎
町
、
西
伊
豆
町
以
外
の
医

療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
、
接

種
費
用
の
全
額
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
、
役
場
健
康
福
祉
課
に
て
、

払
い
戻
し
の
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、

必
ず
、
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

助
成
制
度
に
つ
い
て

（財政健全化判断比率）

財政再生基準早期健全化基準松崎町の比率健全化指標

20.0%15.0%－（－）実 質 赤 字 比 率

40.0%20.0%－（－）連結実質赤字比率

35.0%25.0%7.2%（8.1%）実 質 公 債 費 比 率

なし350.0%1.6%（22.9%）将 来 負 担 比 率

※「－」は黒字の意味で、（ ）内は前年の比率

（公営企業に係る資金不足比率）

財政再生基準経営健全化基準松崎町の比率特別会計名

なし20.0%

－（－）水 道 事 業 会 計

－（－）温 泉 事 業 会 計

－（－）伊 豆 ま つ ざ き 荘 会 計

－（－）岩地集落排水事業特別会計

－（－）石部集落排水事業特別会計

－（－）雲見集落排水事業特別会計

※「－」は黒字の意味で、（ ）内は前年の比率

健
全
化
比
率
等
の
公
表

健
全
化
比
率
等
の
公
表

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
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子子子
ど
も
手
当
の
制
度
が

変
わ
り
ま
す

平平平
成

年

月
か
ら

23

10

平平平
成成

年年

月
か
月
か
らら

2323

1010

子子
ど
も
手
当
の
制
度

子
ど
も
手
当
の
制
度
がが

変
わ
り
ま

変
わ
り
ま
すす

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

「
平
成

年
度
に
お
け
る
子
ど
も

２３

手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
が
成
立
し
、
平
成

年
２３

１０

月
以
降
半
年
間
の
手
当
制
度
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

【
支
給
対
象
と
な
る
方
】

松
崎
町
に
住
所
が
あ
り
、
中
学

校
卒
業
前
の
子
ど
も
（
施
設
入
所

等
の
子
ど
も
を
除
く
）
を
養
育
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

父
母
が
と
も
に
子
を
養
育
し
て

い
る
場
合
は
、
生
計
を
維
持
す
る

程
度
の
高
い
人
（
収
入
が
多
い
方
）

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
所
得
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
変
更
に
な
っ
た
点
】

陰
児
童
の
国
内
居
住
要
件

月
以
降
は
、
児
童
に
対
し
て

１０
国
内
居
住
要
件
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

※
留
学
中
の
場
合
を
除
く

隠
子
ど
も
と
の
同
居
優
先

離
婚
協
議
中
な
ど
に
よ
り
両
親

が
別
居
し
て
い
る
場
合
、
子
ど
も

と
同
居
し
て
い
る
方
が
子
ど
も
手

当
の
受
給
者
と
な
り
ま
す
。

※
単
身
赴
任
の
場
合
を
除
く

韻
施
設
長
等
に
手
当
を
支
給

子
ど
も
が
児
童
養
護
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
場
合
、
施
設
の
設

置
者
等
に
支
給
さ
れ
、
子
ど
も
の

父
母
等
は
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

【
支
払
月
】

支給の対象となる月支払い月

平成２３年６月～９月分平成２３年１０月

平成２３年１０月～
平成２４年１月分

平成２４年２月

平成２４年２月～３月分平成２４年６月

平成２４年４月・５月分の支払い月については、
決まり次第お知らせします。

【
施
設
入
所
者
の
支
給
月
額
】

・
３
歳
未
満
…
１
万
５

０
０
０
円

・
３
歳
以
上
～
中
学
生
…
１
万
円

【
支
給
月
額
】

平成23年9月分まで
平成23年10月分から
平成24年３月分まで

区 分

13,000円

15,000円３歳未満

10,000円３歳～小学校卒業前（第１子・第２子）

15,000円３歳～小学校卒業前（第３子以降）

10,000円中学生

※養育する子ども（１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子ども）
の内、年長者から第１子、第２子と数えます。

【
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
】

平
成

年

月
以
降
の
子
ど
も

２３

１０

手
当
は
、
現
在
受
給
し
て
い
る
方

を
含
め
、
対
象
者
全
員
が
新
た
に

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
申
請
書
類
を

送
付
し
ま
す
。
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
に
つ
い
て
】

現
在
、
子
ど
も
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
平
成

年
３
月

２４

３１

日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、

月
１０

分
か
ら
の
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

平
成

年
４
月
１
日
以
降
に
申

２４

請
し
た
場
合
、
申
請
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

［
注
意
］

次
の
陰
・
隠
に
該
当
す
る
方
は
、

３
月
ま
で
に
申
請
を
し
て
も
遡
っ

て
の
受
給
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

陰

月
以
降
に
子
ど
も
が
生
ま
れ

１０た
方

隠

月
以
降
に
松
崎
町
に
転
入
さ

１０れ
た
方

転
入
さ
れ
た
方
は
転
出
予
定
日

の
翌
日
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
方

は
出
生
日
の
翌
日
か
ら
、

日
以

１５

内
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

･
申
請
者
の
健
康
保
険
証

･
申
請
者
名
義
の
通
帳

･
認
印

こ
の
他
に
も
、
個
々
の
要
件
に

応
じ
て
必
要
と
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

【
各
種
手
続
き
に
つ
い
て
】

陰
町
外
へ
転
出
す
る
時

受
給
事
由
消
滅
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
引
き
続
き
手
当
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
転
入
先
で
新
た

に
子
ど
も
手
当
の
申
請
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

隠
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
時

公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
か

ら
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
る
た

め
、
松
崎
町
に
受
給
事
由
消
滅
届

を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
勤
務
先

へ
認
定
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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小
・
中
学
生
の
夏
休
み
課
題
と

し
て
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
９
月
６

日
（
火
）
、
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
３
９
９
点
の
応
募
が

あ
り
、
町
長
、
警
察
署
交
通
課
長
、

交
通
安
全
対
策
委
員
、
小
・
中
学

校
の
美
術
担
当
教
諭
等
に
よ
っ
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
学
校
低
学
年（
１
・
２
年
）の
部

最
優
秀
賞

稲
葉

翔
王（
２
年
）

優

秀

賞

土
田
倫
生
佳（
２
年
）

山
本

沙
和（
２
年
）

佳

作

山
本

遼
佳（
２
年
）

土
屋

裕
美（
２
年
）

端
山

泰（
１
年
）

小
学
校
中
学
年（
３
・
４
年
）の
部

最
優
秀
賞

佐
藤

真
拓（
４
年
）

優

秀

賞

藤
池
う
ら
ら（
３
年
）

森

彩
斗（
３
年
）

佳

作

大
場

洋
輔（
４
年
）

関

真
梨
那（
４
年
）

平
野

真
菜（
３
年
）

小
学
校
高
学
年（
５
・
６
年
）の
部

最
優
秀
賞

大
石
浩
之
進（
６
年
）

優

秀

賞

石
田

蘭（
６
年
）

水
口

桜
花（
５
年
）

佳

作

鈴
木

海
斗（
６
年
）

川
田

蕗（
５
年
）

松
田

汰
生（
５
年
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

志
津

優
月（
１
年
）

優

秀

賞

末
岡
あ
り
さ（
１
年
）

鈴
木

拓
海（
１
年
）

佳

作

石
田

敦
也
（
１
年
）

川
田

昇
（
１
年
）

藤
井

理
子
（
１
年
）

（
敬
称
略
）

交通安全ポスターコンクール審査会

小
学
校
低
学
年
の
部

最優秀賞
松崎小学校２年

稲葉 翔王くん

【
評
】
題
材
が
子
ど
も
ら
し
く
、
笑
顔

で
自
転
車
に
乗
る
顔
が
と
て
も

良
い
表
情
で
あ
る
。

小
学
校
高
学
年
の
部

最優秀賞
松崎小学校６年

大石浩之進くん

【
評
】
秋
の
交
通
安
全
運
動
の
課
題
で
あ

る
反
射
材
の
Ｐ
Ｒ
が
う
ま
く
表
現

さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

小
学
校
中
学
年
の
部

最優秀賞
松崎小学校４年

佐藤 真拓くん

【
評
】
お
酒
を
飲
ん
で
赤
く
な
っ
て
い
る

顔
が
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

て
い
る
作
品
で
あ
る
。

中

学

生

の

部

最優秀賞
松崎中学校１年

志津 優月さん

【
評
】
発
想
が
面
白
く
、
単
純
だ
が
危
険

性
が
伝
わ
る
作
品
で
あ
る
。

交交交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

交交
通
安
全

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ルル
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－

短

歌－

平

馬

文

枝

中

村

宣

子

山
本
し
づ
子

端
山
き
ち
枝

平
野
も
み
子

飯

野

ふ

さ

坂

倉

の

ぶ

う
ぐ
ひ
す
の
啼
く
こ
ゑ
日
ご
と
に
変
は
り
き
て

ひ
と
き
は
今
朝
は
冴
え
て
き
こ
ゆ
る

常
の
ご
と
家
事
を
す
ま
せ
て
老
い
の
身
の
腰
を

の
ば
せ
り
母
の
日
け
ふ

い
つ
よ
り
か
見
え
ず
な
り
た
る
庭
の
蝦
蟆
の
子
の

が

ま

蝦
蟆
現
れ
縁
起
の
よ
ろ
し

店
頭
の
薔
薇
ひ
と
た
び
も
休
む
な
く

風
に
散
り
ゆ
く
ま
で
も
楽
し
む

満
開
の
花
を
香
り
に
励
ま
さ
る
今
年
の
み
か
ん
も

金
賞
め
ざ
す

箱
の
隅
に
メ
モ
の
一
片
を
し
の
ば
せ
て
子
に
送
り
た
り

手
作
り
の
野
菜

健
や
か
に
生
き
ゐ
る
幸
せ
朝
夕
に

歩
む
路
の
辺
若
草
の
萌
ゆ

イベント・催し紹介

【日時】１０月９日（日）

午前９時から

【場所】雲見海岸

【内容】戦国時代に北条氏へ船や鯨

を献上したという故事にち

なみ、鯨に見立てたカジキ

マグロの献上儀式が行われ

ます。献上されたカジキマ

グロは、来場者の前で豪快

に解体され、刺身として無

料で振舞われます。

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
細
田
さ
ん
は
、
昭
和

年

月
か
ら
平
成

年
３
月
ま

５７

１１

２１

で
の

年
４
カ
月
に
わ
た
り
、
交

２７

通
指
導
員
と
し
て
活
躍
し
、
児
童

を
通
学
中
の
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

元
町
議
会
議
員
の
細
田
利
平
さ

ん
（

歳
）
が
、
旭
日
單
光
章

８８

（
高
齢
者
叙
勲
）
を
受
章
し
、
９

月

日（
木
）に
県
庁
で
川
勝
静
岡

２２
県
知
事
か
ら
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

細
田
さ
ん
は
、
昭
和

年
４
月

６２

か
ら
平
成

年
４
月
ま
で
の
３
期

１１

年
に
わ
た
っ
て
町
議
会
議
員
と

１２し
て
活
躍
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発

８
月

日
（
水
）
に
、
江
奈
に

２４

在
住
さ
れ
て
い
る
方
よ
り
、
次
の

と
お
り
納
税
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
久
保
田

廣
近

様（
江
奈
）

金
額

１
０
０
万
円

松
崎
町
で
は
、
平
成

年
６
月

２０

の
制
度
開
始
か
ら
平
成

年
９
月

２３

ま
で
に

人
の
方
か
ら

件
、
６

１３

２６

８
９
万
４

０
０
０
円
の
納
税
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
１
日
に
発
行
し
た
「
広
報

ま
つ
ざ
き
９
月
号
」
の
内
容
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

２
ペ
ー
ジ
「
第

回
花
壇
コ
ン

３４

ク
ー
ル
」
努
力
賞
受
賞
団
体
に
、

楽
寿
会
（
南
郷
）
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
民
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様

に
対
し
ま
し
て
、
深
く
お
詫
び
し
、

追
加
の
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

葛
久
保
田
様
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
感

謝
の
言
葉
と
特
典
品
を
贈
る
齋
藤
町
長

雲見温泉海賊料理まつり

広
報
ま
つ
ざ
き
９
月
号

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て 川勝知事から伝達を受ける細田利平さ川勝知事から伝達を受ける細田利平さんん

栄栄栄
え
あ
る
叙
勲

栄栄
え
あ
る
叙

栄
え
あ
る
叙
勲勲

旭
日
單
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）

細
田

利
平
さ
ん
（
峰
輪
）
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遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て

松
崎
町
内
を
流
れ
る
那
賀
川
、

岩
科
川
の
流
域
に
は
、
伊
豆
西

海
岸
最
大
の
平
野
が
広
が
り
、

そ
の
美
し
い
景
観
は
私
た
ち
に

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
農

業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
、

農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
を
理

由
に
耕
作
が
行
わ
れ
な
い
遊
休

農
地
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
は
、
雑
草
や
雑
木

の
繁
茂
や
病
虫
害
発
生
の
温
床

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
保
水

力
の
低
下
な
ど
と
い
っ
た
農
地

の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が

失
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
平
成

年
度
に

２１

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農

地
約
３
０
０
亊
を
対
象
に
調

査
を
行
い
、
約

亊
の
遊
休

３３

農
地
が
存
在
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
昨

年
度
か
ら
次
の
事
業
を
行
い
、

耕
作
放
棄
地
解
消
と
農
地
保

全
に
努
め
て
い
ま
す
。

農
地
賃
借
等
情
報
公
開

遊
休
農
地
を
、
新
し
く
農

業
を
始
め
た
い
担
い
手
や
農

地
を
拡
大
し
た
い
方
と
結
び

付
け
る
た
め
に
、
農
地
賃
借

等
の
情
報
公
開
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

乗
用
草
刈
り
機
の
導
入

遊
休
農
地
の
保
全
管
理
の
た

め
に
、
乗
用
草
刈
り
機
を
導
入

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農

地
所
有
者
・
利
用
者
の
負
担
軽

減
に
努
め
て
い
ま
す
。

営
農
支
援

遊
休
農
地
を
借
り
て
営
農
す

る
耕
作
者
に
対
し
、
荒
れ
た
農

地
を
再
生
す
る
作
業
経
費
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
耕
作
者
は
、

金
銭
的
な
負
担
を
ほ
と
ん
ど

せ
ず
に
農
地
の
再
生
作
業
が

行
え
ま
す
。

さ
ら
に
、

歳
以
下
の
新

５０

規
就
農
者
や
農
業
後
継
者
に

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
有
効
に

活
用
し
、
先
代
の
方
か
ら
受

け
継
い
だ
美
し
い
農
村
の
風

景
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
に
課

せ
ら
れ
た
重
大
な
責
務
で
す
。

遊
休
農
地
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
は
、
ま
ず
、
町
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯22

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
8/２4

姉妹で世界空手大会３位入賞を町長へ報告

タイで開催された第１２回少年世界空手道選
手権大会に出場し、姉妹そろって３位に入賞し、
銅メダルを獲得した佐藤星来さんと小雪さん
（指川区）が齋藤町長へ結果報告に訪れました。

9/1
総合防災訓練

９月１日の防災の日に、各地区の自主防災組
織を中心に、大規模な地震が突発的に発生し、
大きな津波が襲来することを想定した訓練が行
われました。

9/12

花とロマンソフトボール大会 船田区が優勝

総合グラウンドでは、町内９地区が出場し、
花とロマンソフトボール大会が開催されました。
決勝戦では、江奈３区と同点のまま試合が終了
し、じゃんけんを制した船田区が優勝しました。

9/19

敬老会へは人力車で

人力車伊豆松崎組では、敬老会の思い出づく
りのために、那賀区と宮内区で、敬老会参加者
の乗車希望者１１人を人力車で会場までお送りし
ました。



健
康
診
断
の
結
果
が
返
っ
て
き
た
時
に
、
気

を
つ
け
た
方
が
い
い
検
査
項
目
が
あ
っ
て
も
、

な
か
な
か
生
活
改
善
に
取
り
組
め
な
い
で
い
る
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
は
ま
だ
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
方
、

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
も
続
か
な
い
方
、
毎
日
が
忙

し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
な
ど
理
由
は
さ
ま

ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
工
夫
す
る
だ
け
で
将
来
の

た
め
に
今
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

例
え
ば
、「
毎
日
体
重
計
に
乗
る
。」、「
歩
数

計
を
つ
け
て
み
る
。」、「
食
事
は
先
に
野
菜
か

ら
食
べ
る
。」
な
ど
は
、
比
較
的
取
り
組
み
や

す
い
こ
と
の
一
例
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
八
割
以
上
達
成
で
き
る
簡
単

な
も
の
に
す
る
こ
と
、
生
活
を
大
き
く
変
え
な

い
こ
と
な
ど
に
気
を
つ
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
生

活
を
振
り
返
り
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
１
週
間
継
続
で
き
た
ら
自
分
へ
の
小

さ
な
ご
褒
美
を
用
意
す
る
な
ど
、
楽
し
み
を
上

手
に
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
継
続
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
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二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 ７，８６３人（－１１人）

男 ３，７１６人（－７人）

女 ４，１４７人（－４人）

世帯数 ３，１１９戸（－７戸）

転 入 １７人 転 出 １９人

出 生 ４人 死 亡 １３人

（平成２３年８月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （－１）

物損事故 ２１件 （－１）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ６人 （＋２）

～
生
活
改
善
～

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
一
年
十
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

六

九

号

おくやみ申し上げます（死亡）

町 の 交 通 事 故

平成２３年８月発生分

（ ）内は前年同月比

届出人年齢氏 名地 区

初 惠82堤 二 朔道 部

泉55田 口 富 雄八木山

孝 之87小 林 重 男北 区

玉 枝86山 本 衛小杉原

保92佐 藤 け い船 田

田口さつき81新 田 修 司池 代

作 太 郎63遠 藤 新 治北 区

集83眞 野 光 江南 郷

美90美 橋 さ だ雲 見

孝 一88美橋十三治北 区

英 光92田中キクヱ東 区

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（８８月届出分月届出分））

９
月

日
に
『
ス
イ
ス
の
森
』

１１

（
い
が
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ

ン
ド
）
の
バ
ッ
ハ
ア
ル
プ
湖
の
周

辺
を
主
会
場
に
、
乗
鞍
高
原
ア
ル

プ
ス
音
楽
祭
２
０
１
１
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
の
り
く
ら

観
光
協
会
が
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
を
中
心
と
し

た
音
楽
祭
で
す
。

当
日
は
、
標
高
が
１
０
０
０
ｍ

を
超
え
る
高
原
で
も
少
し
暑
く
感

じ
ら
れ
る
好
天
の
下
、
雄
大
な
景

色
の
中
で
県
内
外
か
ら

組
の
方

１９

に
熱
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
奏
で
は
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
や

ス
イ
ス
の
民
芸
品
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
エ
ル
ゲ
リ
と
い
う
小
さ
な
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
使
っ
た
ス
イ
ス

の
村
祭
り
や
結
婚
式
で
披
露
さ
れ

る
陽
気
な
踊
り
の
曲
や
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
演
奏
の
他
に
も
、
合
唱

と
ヨ
ー
デ
ル
も
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
安
曇
支
所

奥
原
一
郎
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
が

高
原
に
響
き
ま
し
た

保護者性別名 前地 区

関 剛男緑 里
みど り

櫻 田

江 口 隆 一男楓 夏
ふう が

金 沢

齋 秀 雄女智 世
ち よ

岩 地

佐々木和則男瑛 至
えい じ

中 区

おめでとうございます（出生）

地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

乗乗鞍高原アルプス音楽祭２０１乗鞍高原アルプス音楽祭２０１１１

スイスで職人により手づくりされスイスで職人により手づくりされ、、

装飾もきれいなエルゲ装飾もきれいなエルゲリリ


